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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月24日(2015.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
モル％表示にて、
ＳｉＯ２を５０～７５％、
Ａｌ２Ｏ３を０～５％、
Ｌｉ２Ｏを０～３％、
ＺｎＯを０～５％、
Ｎａ２ＯおよびＫ２Ｏを合計で３～１５％、
ＢａＯを実質的に含まず、
ＭｇＯ、ＣａＯおよびＳｒＯを合計で１４～３５％、
ＺｒＯ２、ＴｉＯ２、Ｌａ２Ｏ３、Ｙ２Ｏ３、Ｙｂ２Ｏ３、Ｔａ２Ｏ５、Ｎｂ２Ｏ５およ
びＨｆＯ２を合計で２～９％、
含み、
モル比{（ＭｇＯ＋ＣａＯ）／（ＭｇＯ＋ＣａＯ＋ＳｒＯ）}が０．８５～１の範囲であり
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、モル比{Ａｌ２Ｏ３／（ＭｇＯ＋ＣａＯ）}が０～０．３０の範囲であり、かつ比弾性率
が３０ＭＮｍ／ｋｇ以上である磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項２】
１００～３００℃における平均線膨張係数が７０×１０－７／℃以上、かつガラス転移温
度が６３０℃以上である請求項１に記載の磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項３】
比重が２．６以上３．０未満である請求項１または２に記載の磁気記録媒体基板用ガラス
。
【請求項４】
４５℃に保たれた１．７質量％の珪弗酸水溶液に浸漬した場合のエッチングレートが０．
０９μｍ／分以下となる耐酸性を備える請求項１～３のいずれか１項に記載の磁気記録媒
体基板用ガラス。
【請求項５】
液相温度が１３００℃以下である請求項１～４のいずれか１項に記載の磁気記録媒体基板
用ガラス。
【請求項６】
ガラス転移温度が６５５℃以上である請求項１～５のいずれか１項に記載の磁気記録媒体
基板用ガラス。
【請求項７】
モル比{Ａｌ２Ｏ３／（ＭｇＯ＋ＣａＯ）}が０～０．１の範囲である請求項１～６のいず
れか１項に記載の磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項８】
モル比（Ａｌ２Ｏ３／ＣａＯ）が０～０．４の範囲である請求項１～７のいずれか１項に
記載の磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項９】
モル％表示にて、
ＳｉＯ２を５０～７５％、
Ｂ２Ｏ３を０～３％、
Ａｌ２Ｏ３を０～５％、
Ｌｉ２Ｏを０～３％、
Ｎａ２Ｏを０～５％、
Ｋ２Ｏを１～１０％、
ＭｇＯを１～２３％、
ＣａＯを６～２１％、
ＺｎＯを０～５％、
ＴｉＯ２を０～５％、
ＺｒＯ２を２～９％、
含む請求項１～８のいずれか１項に記載の磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項１０】
ＳｉＯ２の含有量が５７～６８モル％の範囲である請求項１～９のいずれか１項に記載の
磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項１１】
Ａｌ２Ｏ３の含有量が０．１～４モル％の範囲である請求項１～１０のいずれか１項に記
載の磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項１２】
ＭｇＯの含有量が２．１～２３モル％の範囲である請求項１～１１のいずれか１項に記載
の磁気記録媒体基板用ガラス。
【請求項１３】
ＺｎＯの含有量が０～２モル％の範囲である請求項１～１２のいずれか１項に記載の磁気
記録媒体基板用ガラス。
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【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか１項に記載のガラスからなる磁気記録媒体基板。
【請求項１５】
表面の一部または全部にイオン交換層を有する請求項１４に記載の磁気記録媒体基板。
【請求項１６】
前記イオン交換層が、Ｋ、ＲｂおよびＣｓからなる群から選ばれる少なくとも１種のアル
カリ金属イオンとのイオン交換により形成されたものである請求項１５に記載の磁気記録
媒体基板。
【請求項１７】
ディスク形状であって、かつ主表面が下記（１）～（３）の表面性を有する請求項１４～
１６のいずれか１項に記載の磁気記録媒体基板。
（１）原子間力顕微鏡を用いて１μｍ×１μｍの範囲で測定される表面粗さの算術平均Ｒ
ａが０．２５ｎｍ以下；
（２）５μｍ×５μｍの範囲で測定される表面粗さの算術平均Ｒａが０．１５ｎｍ以下；
（３）波長１００μｍ～９５０μｍにおける表面うねりの算術平均Ｗａが０．５ｎｍ以下
。
【請求項１８】
ガラス原料を加熱することにより熔融ガラスを調製し、該熔融ガラスをプレス成形法、ダ
ウンドロー法またはフロート法のいずれかの方法により板状に成形し、得られた板状のガ
ラスを加工する工程を経て請求項１４～１７のいずれか１項に記載の磁気記録媒体基板を
作製する磁気記録媒体基板の製造方法。
【請求項１９】
請求項１４～１７のいずれか１項に記載の基板上に磁気記録層を有する磁気記録媒体。
【請求項２０】
前記磁気記録層は、ＦｅおよびＰｔを含むか、またはＣｏおよびＰｔを含む請求項１９に
記載の磁気記録媒体。
【請求項２１】
エネルギーアシスト記録方式に使用される請求項１９または２０に記載の磁気記録媒体。


	header
	written-amendment

